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No. 意見 回答 対応状況

1 ❶ダム再生後は貯水池の水位や水
位変動のパターンに変化は生じ
るか。

❷水位変動域については、現状の
環境を把握した上で予測する必
要がある。
ダム再生後の水位変動の影響は、
実際の運用状況によって影響の
程度が変化する。

❸湖岸の外来種であるイタチハギ
の分布変化への対応も検討が必
要である。

❶平常時の水位変動パターンは、
ダム再生前後で平常時の最高
水位が60㎝上昇することを想
定。

❷水位変動の影響に関する予測
評価は今後、個別にアドバイ
スを頂きながら進めていく予
定。

❸御意見のとおり対応します。

■環境調査

（～R4実施済）
□予測評価､環境保全

措置の検討

（R5結果説明予定）

2 ダム再生後の環境変化については、
ダムフォローアップ制度に基づく
モニタリング調査やその後の河川
水辺の国勢調査で把握していくも
のと考える 。

御意見のとおり対応します。

前回委員会での意見と対応状況（ 1 ）

1

※■：対応済、□：対応予定



No. 意見 回答 対応状況

3 人と自然との触れ合いの活動の場
について、四十四田公園の調査地
点をダム堤体や展示室（ものしり
館）も含めた範囲に拡大できない
か。

環境アセスとしては、ダムアセス
マニュアル※1からダム堤体及び展
示室の調査は対象外※2。
ただし、ダム再生後はダムフォ
ローアップ制度に基づく調査で
フォローすることになってます。

※1「ダム事業における環境影響評価の
考え方（平成12年3月）」

※2 登山、ハイキング 、自然観察等が対象、
「人工構造物」は対象外

4 第4回技術検討委員会では、原石
材料の調達方法の結論を踏まえた
方法書（案）の報告とあるが、原
石山に関する議論は委員会ではし
ないのか。

今回委員会で検討結果を説明し
御意見を伺う。

前回委員会での意見と対応状況（ 2 ）

2

※■：対応済、□：対応予定


